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【実習】
日本ボートの10年後に向けた十策づくり



４．実習４．実習
「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり

（ア） 実習の説明（実習のための材料）
• 「普及連鎖プログラム」

• これからの日本の「学校部活動」はどこへ向かうか

（イ） 実習
• 静岡での実践例をもとに

（ウ） 発表・意見交換
• ５分程度でプレゼンしてください！



（ア）実習の説明（ア）実習の説明
「普及連鎖プログラム」「普及連鎖プログラム」



第一次リストアップ第一次リストアップ



あるべき姿あるべき姿



これからの日本の「学校部活動」はこれからの日本の「学校部活動」は
どこへ向かうかどこへ向かうか

l 「立法と調査」(2009.7 No.294)
l 「問われている部活動の在り方～新学習
指導要領における部活動の位置付け～」

l 文教科学委員会調査室 関喜比古著



「問われている部活動の在り方「問われている部活動の在り方」」

日本のボート競技人口の内訳

【協会登録選手の内訳】

l 大学 2689
l 高校 3669
l 中学 616

学校 6974（83.1%）
l 一般（実業団・クラブ） 1420
★ボートの場合、学校教育への依存度が高い



クラブ活動・クラブ活動・部活動の部活動の歴史歴史
l 昭和４４年 教育課程としてのクラブ活動（週１回）※教育課程外
l 平成元年 部活動をもってクラブ活動とすることができる

（部活動代替措置）
l 平成１０年 教育課程のクラブ活動は廃止

背景に「部活動が盛んになったこと」
l 「地域の青少年団体やクラブへの参加が増加したこと

教育課程外としての部活動
l 平成２４年 学習指導要領・課外活動の一環としての部活動

→授業と異なり「授業時数として数えない」教育活動
教育課程との関係が図られるよう留意する
→地域の人々、各種団体との連携で運用上の工夫
（配慮事項として新たに加えられた）



今回の学習指導要領の改訂今回の学習指導要領の改訂

l 法的・制度的な問題点を解決しないままで
の部活動の強化策（いわば学校と地域社
会への丸投げ）である。

l 学習指導要領上のブレを始めとして、部活
動に対する軸足が定まらないことが学校
現場に諸々の問題を引き起こしている。
（筆者記述）



部活動をめぐる諸問題部活動をめぐる諸問題

l 労働者として

– 教育課程にはない「課外」活動である

l スポーツの指導者として

– 競技経験がない指導者が多い

l 一人の人間として

– 家庭・家族を犠牲にしてまでも



我が国の中学・高校における部活動我が国の中学・高校における部活動
l 国際的にはかなり特異な存在といえるのではないだろか。

l であれば、学校の部活動を我が国独特の”教育・スポーツ文化”
の一つとして位置付け、単に教育分野だけでなく地域活性化の
起爆剤として役立つ。

３０年前に米国で出版された『ジャパン・アズ・ナンバーワン』の中で
も、日本の学校でのクラブ活動（部活動を指す）について、

l 「緊密なクラブ活動を通じてグループ生活を楽しみ、同時に仲間
との協調、利己心の抑制を学ぶ。

l こうした態度を学校生活の中で学ぶことは、のちの社会に出て
就職しても、仲間との長期にわたる思いやりのある人間関係を
作ることに役立つ」

として高く評価された。



学校部活動としてのボート学校部活動としてのボート
（現場の現状）（現場の現状）

【ひずみ】

– 安全の確保

» 常に指導者が活動場所にいなければならない

» 救助艇の船舶免許取得

» 水上スポーツへの社会の厳しい目

– かかる費用

» 艇の購入、保有にかかる費用

» 大会参加への艇の運搬

» 高額な参加費（出漕料）

– 指導者

» 競技経験者ではない教員

» 多くのOB/OGによる無償サポート頼み



「学校部活動としてのボート「学校部活動としてのボート
（現場の現状）（現場の現状）

【効果】

l 教育的効果が高い

– 協力・協調

– 整理整頓・環境美化

– たゆまぬ努力



教育振興基本計画の中の部活動教育振興基本計画の中の部活動
l 学校体育及び運動部活動の充実を図るため、外部指導者

の積極的な活用を促す。
l 多様なニーズに応えるため、学校の実態等に応じて近隣の

学校と合同で運動部を組織し日常の活動を行う複数校合同
部活動等の取組を促す。

l 部活動を学校の教育活動の一環だと位置付けたからという
で、すべての教員がそれに関わるべきかというと、決してそ
うである必要はなくて、教員以外に部活動をきちんと担う、
技術的指導を行う外部人材、スタッフをそろえることや、対
外試合の引率をはじめとする責任者も教員以外の職員を配
置することで対応していくことも重要ではないか。（小川）

l 部活動専門スタッフを入れ、教員には授業に集中してもらう。
その上で、部活動顧問をやりたい教員には過度な負担とな
らないような支援や配慮をした上でやっていただく。その場
合でも、部活動の休息日、週休日の代替などのルールを整
備した上でやるべき。（小川）

– 愛知県犬山市では部活動指導員を市費で採用し、中学校部活動を
積極的に支援している自治体も見られる。



おわりにおわりに

「予算面・定員面での”受け皿”が整わない
以上、とどのつまり、部活動を「生徒の自主
的活動」という原点の戻して対応していくこと
が、顧問教師の長時間労働などなどの諸課
題に取り組むための重要なポイントではない
かと考える。」

と結ばれている。



学校部活動に依存しているボート学校部活動に依存しているボート
未来はあるのか？未来はあるのか？

学校五日制になった折(2000年)、学校から部活動を切り離し、
子どもを地域へ返す動きがあったが、受け皿（総合型地域スポー
ツクラブ）が整わず、また学校へ戻されてしまった。
この間にサッカー、卓球は非常にうまい方法で商業ベースのクラ
ブを設立させ強化の効果も上げている。

学校部活動への依存度が高いボート競技にとってこれは大きな
危機である。学習指導要領の大きな改訂は10年に一度。10年後
までに学校教育への依存度を下げ、クラブ化あるいは指導者派
遣のシステムを構築しないと強化どころかボート部の存在が危な
い。
大学をイメージしていると非常に危険である。中学・高校では学
校サイドは部員数が減るのを待って廃部にしたいと思っている。
金もかかり、指導者も必要、しかも危険な競技と思われている。



（イ）実習（イ）実習
「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり

l 日本ボートの「課題・弱点」は何か？

l 日本ボートの「強み」は何か？

l ↓

「つないで解決」はできないか？



（イ）実習（イ）実習
「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり

【軸】
中央－地方 競技者－愛好者 現役－OB/OG
選手－指導者 子ども－保護者 選手－審判
男子－女子 学校－クラブ 日本代表－初心者
ジュニア－マスターズ 資格－無資格

★あらゆる角度から考え、どの角度からでも
★できるか否かは不問、 「こうなりたい」という姿
★「やってほしいこと」ではなく「自分がやりたいこと」
★「日本ボート」でも「自分の水域」でも



（イ）実習（イ）実習
「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり

【JARA・静岡県協会としての取り組み 例】

課題・弱点

–国内のボート事情に関する情報が流れていない
–大会プログラムが出場者向けで売れない
–選手に次世代の日本代表である意識がない
強み

–静岡県協会が管轄している大会である
–関係者にJARA関係者がいる
– JARAとしての蓄積データがある







（イ）実習（イ）実習
「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり「日本ボート１０年後に向けた十策」づくり

【静岡県協会としての取り組み例】

課題・弱点
–全国大会なのに観客が集まらない
–関係者以外、会場に来ない
–高体連（学校部活動・高校）の大会である
強み
–天竜区の全小学生はボート体験をしている
–県ボが新しい試みに協力的である
– ﾏｼﾝﾛｰｲﾝｸﾞ普及大会で無関係の人を参加させて
いる





←賞品に集まった品々

駅までの無料バス

↓
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★あらゆる角度から考え、どの角度からでも
★できるか否かは不問、 「こうなりたい」という姿
★「やってほしいこと」ではなく「自分がやりたいこと」
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